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「ベルリンのスポンティーニ―

舞台絵画に見るドイツ・オペラの系譜とガスパーレ・スポンティーニの影響――」

発表者　　鈴　木　　淳

　ナポレオン戦争の終結後、帝政期を代表するオペラ作曲家だったガスパーレ・スポンティーニは、プロイセン国王の招きに応じて、パリからベルリンに活躍の場を移している。以来20年以上も続いた彼の初代「音楽総監督」時代は、これまで否定的に語られるのが常であった。「ドイツ・オペラ」の発展を妨げた悪者と

されてきたのである。

　とはいえ、スポンティーニのオペラが、「ドイツ・オペラ」にとって単に乗り越えられるべき対立軸にすぎず、まったく価値がなかったと見做すことはできないだろう。今回の発表では、そうした彼のベルリン時代の舞台表象に光を当てることで、彼のオペラがむしろ「ドイツ・オペラ」に裨益していた点を指摘したい。

19世紀の初頭には、舞台表象の傾向が、従来の様式的なものから歴史性や写実性を踏まえたものへと変わりつつあった。そして、スポンティーニのオペラがもつグランド・オペラ的な「地方色」、およびスペクタクル的要素によって、その流れは決定的なものになっている。カール・フリードリヒ・シンケルをはじめとする画家たちが描いた『フェルナンド・コルテス』などの舞台絵画は、そうした時代の空気を反映しているのである。

さらに、スポンティーニの『ホーエンシュタウフェン家のアグネス』（1827/29）こそは、ドイツの王侯貴族の歴史に題材を求めつつ舞台を忠実に再現するという点で、『魔弾の射手』と一線を画すもうひとつの「ドイツ・オペラ」の祖といえるだろう。ドイツ・バロック劇場の全盛期に活躍したフェルディナンド・ガッリ・ビビエーナの絵画をも参考にして舞台が構成されたこの作品は、『魔弾の射手』のようなフォークロア的な要素とは別の形で、「ドイツの歴史物」という領域を切り拓いたと考えられるのである。

この２点の延長上に、ジャコモ・マイヤベーアの『シュレージエンの陣営』や、リヒャルト・ワーグナーの諸作品も位置づけられよう。スポンティーニが与えた影響は、決して小さいものとはいえないのではないだろうか。
